


要約:子宮内胎児・新生児感染症の鋭敏な診断法の開発を目的として、まず、感染症のな

い正常分娩症例における母体血・新生児臍帯血・羊水中の IL-6 濃度を測定した。

その結果、1)母体血および新生児踏帯血中濃度は各々 10.63 士 9.99pg/mI、4.32 土

6.51pg/m1 であった。大部分の例において新生児臍帝血が母体血より低値を示した。

2)羊水中濃度は1883.8士 1512.1pg/mlであり、母体血および新生児濟帯血中濃度の20-400

倍の値を示した。これらの基準値を知ることにより、今後の感染症診断への展開が可能と

なった。


